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２年生の頃、私たちは英語以外の言語学習を目的
とした活動をしたいと考えていました。ところが、コ
ロナ感染症の流行で、現代英語学科が毎年受け
入れていた海外インターン生が来学できなくなり、
キャンパスでネイティブと一緒に時間を過ごすこと
が無くなってしまったのです。そこで挑戦したのが、
オンラインを活用して海外在住の人々と交流する
活動です。まず、前年度のインターン生とzoomで
会話をすることから始め、その後、言語交流サイト
や友達の紹介を通して、スイス、フランス、アメリカ
に在住する人 と々の交流へと活動の場を広げてい
きました。活動では、ゲームを楽しんだり、互いに
課題をサポートし合うほか、日本語を教えることも
あります。
私たちは、コロナ禍の今だからこそできる新しいこ
とに挑戦したことで、今までの大学生活では経験
できなかった国際交流のあり方を見つけることが
できました。

今できること！
今だからできること！
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成功するために重要なこと
1.	主体的に行動する	
2.	学びたい言語のネイティブ
					スピーカーを見つける	
3.	人とのつながりを大切にする	

Chihori Kihata
現代英語学科３年

Ami Toyota
現代英語学科３年

GOING GLOBALGOING GLOBAL
ONLINE!ONLINE!
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未来につながる国際交流未来につながる国際交流

“I love working 
with students 
outside of class on 
these projects.”

現代英語学科では地域・国際交流センターと協力し、世界各国の学生たちとオンラインによるコミュニ
ケーションの機会を提供しています。   
DCEのオンラインイベントは、画面越しに海外の学生とおしゃべりをする一日限りの国際交流の場では
ありません。事前に学科教員とともにビデオやプレゼンテーションを作成するなど、様々な準備を通して
イベント前から国際交流を始めていきます。こうした学びが、２時間のイベントを実りあるものにし、一
日で終わらない、まさに、未来に繋がる持続可能な国際交流の場にすることができるのです。  

英語インターンプログラム英語インターンプログラム
BRINGING ENGLISH BRINGING ENGLISH 

TO LIFE.TO LIFE.
今年こそ再び!今年こそ再び!

ゲームやおしゃべりをしながら英語力UP!

一緒に旅行を楽しんで、
友情を深めよう

インターン生は課題やテスト勉強の強い味方！

ランチタイムも一緒にゲームやおしゃべりをしながら英語力UP!

キャンパスで国際交流

Patrick Stephens
現代英語学科教員
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